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沖縄諸島奥武島 ( 南城市 ) におけるハムシ類

重藤裕彬
〒 900–0001 沖縄県那覇市港町 2–11–1 那覇植物防疫事務所 (email: mofosr.45.9@gmail.com)

要旨 . 沖縄諸島に属する奥武島（南城市）にお
けるハムシ類は , これまで 1 種のみしか記録さ
れておらず , 調査の余地が残されていた . 今回 , 
奥武島において野外調査を行った結果 , 4 亜科
21 種のハムシ類が得られた . このうち 20 種が
同島初記録である .

はじめに

沖縄県南城市の奥武島 ( 図 1) は , 沖縄島南東部
から約 100 m に位置する面積 0.23 m2, 最高標高
16 m の極めて平坦な小島である . 沖縄県内には
“ 奥武島 ” という名の島は 4 島存在するが , 今
回調査した島はこれらの中で唯一の有人島であ
る . 島の面積の大半が住宅地や運動場 , 漁港と
なっており , その中に点々と畑や草地が存在す
る . また , 島を斜めに縦断するように帯状に二
次林が残されている .

これまで , 奥武島におけるハムシ類を記録し
た報告はほとんどなく , ヨツモンカメノコハム

シ Laccoptera nepalensis Boheman が記録されて
いるのみである ( 重藤ら 2020). 奥武島は主要島
である沖縄島との距離が極めて近く , そのハム
シ相は沖縄島との共通性が高いことが予想され
ものの , 調査が不十分であった .

今回 , 奥武島においてハムシ類を対象とした
野外調査を行った結果 , 4 亜科 21 種のハムシ類
が得られたので , ここに報告する .

材料と方法

奥武島での野外調査は 2019 年 1 月および 3 月 , 
5 月 , 9 月 , 11 月の 5 回行った . 採集方法はスウ
ィーピング法およびビーティングを用いた . な
お , これらの調査で得られた標本は全て筆者が
採集し , 筆者及び琉球大学風樹館 (RUMF) が保
管している . また , 本報告では採集地の「沖縄
県南城市」は全てに共通するので省略する .

学名および和名は主に木元 · 滝沢 (1994) およ
び Löbl and Smetana (2010) に従ったが , 以下の 3
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図 1. 奥武島 ( 南城市 ) の位置概念図 . 
Fig. 1. Location of Ou-jima Island in Nanjo City, Okinawa Islands, central Ryukyus, southwestern Japan.
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ZI-47190–47192; 9 exs., 同地 , 2. III. 2019, 筆者保
管 .

国内の分布 . 北海道 , 本州 , 佐渡島 , 隠岐 , 四
国 , 九州 , 対馬 , 平戸島 , 下甑島 , 屋久島 , 口永
良部島 , 中之島 , 奄美大島 , 与論島 , 沖縄島 , 瀬
長島 , 奥武島 ( 南城市 ) ( 林 2006; 今坂 2019; 楠
井 2017; Shigetoh 2020; 滝沢 2007).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄生植物である
ダイコン Raphanus sativus var. hortensis ( アブラ
ナ科 ) から得られた . 3 月の調査以降は寄主植
物が抜かれており , 他の地点でも確認できなか
った .

4. ハマゴウハムシ 
Phola octodecimguttata (Fabricius, 1775)
( 図 5)

検視標本 . 4 exs., 玉城奥武 , 奥武島海岸 , 2. III. 
2019, 筆者保管 ; 1 ex., 同地 , 6. V. 2019, RUMF-
ZI-47193.

国内の分布 . 本州 ( 千葉県 , 鳥取県 , 島根県 ), 
四国 ( 高知県 ), 九州 , 種子島 , 屋久島 , 中之島 , 
宝島 , 奄美大島 , 与路島 , 喜界島 , 徳之島 , 沖永
良部島 , 与論島 , 沖縄島 , 津堅島 , 伊平屋島 , 野
甫島 , 奥武島 ( 南城市 ), 渡名喜島 , 久米島 , 奥
武島 ( 久米島町 ), 屋嘉比島 , 多良間島 , 石垣島 , 
波照間島 , 西表島 , 与那国島 ( 東 · 木元 1981; 亀
澤 2015; 松村ら 2018; 重藤 2019a, 2020; Shigetoh 
2020; Shigetoh et al. 2019; Suenaga et al. 2018; 高
橋敞 2012; 高良 · 金城 1973; 滝沢 2007).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物である
ハマゴウ Vitex rotundifolia ( シソ科 ) から得られ
た .

ヒゲナガハムシ亜科 Galerucinae Latreiile, 1802
5. フタイロウリハムシ 
Aulacophora bicolor (Weber, 1801)
( 図 6)

検視標本 . 1 ex., 玉城奥武 , 6. V. 2019, RUMF-
ZI-47194.

国内の分布 . 宝島 , 奄美大島 , 喜界島 , 徳之島 , 
沖永良部島 , 与論島 , 沖縄島 , 浜比嘉島 , 藪地島 , 
津堅島 , 古宇利島 , 瀬長島 , 奥武島 ( 南城市 ), 粟
国島 , 渡名喜島 , 久米島 , 宮古島 , 伊良部島 , 石
垣島 , 黒島 , 新城島 , 波照間島 , 西表島 , 与那国
島 ( 廣森 2000; 今坂 · 祝 2007; 楠井 1991, 2017; 
楠井 · 宮城 2017; Osada & Suenaga 2015; 佐々木
ら 2002; 佐藤 2006; 重藤 2019a, b, 2020; Shigetoh 
2020; Suenaga et al. 2018; 高橋敞 2012; 滝沢 2011; 
山崎ら 2016).

備考 . 奥武島初記録 .

種の学名についてはそれぞれの文献に従った : 
オキナワアシナガトビハムシ : Medvedev (2006); 
ナスナガスネトビハムシ : Nadein and Lee (2012); 
ハマゴウハムシ : Suenaga et al. (2018).

採集記録

ハムシ科 Chrysomelidae Latreille, 1802
サルハムシ亜科 Eumolpinae Hope, 1840
1. ツツサルハムシ 
Abirus fortunei (Baly, 1861)
( 図 2)

検視標本 . 6 exs., 玉城奥武 , 6. V. 2019, 筆者保管 ; 
3 exs., 同前 , RUMF-ZI-47185–47187.

国内の分布 . 沖永良部島 , 与論島 , 沖縄島 , 
宮城島 , 浜比嘉島 , 藪地島 , 津堅島 , 瀬長島 , 奥
武島 ( 南城市 ), 粟国島 , 渡名喜島 , 久米島 , 奥
武島 ( 久米島町 ), 宮古島 , 石垣島 , 西表島 ( 東 ·
木元 1981; 楠井 2017; 楠井 · 宮城 2017; 佐々木
ら 2002; 佐藤 2006; 重藤 2019a, b, 2020; Shigetoh 
2020; Shigetoh et al. 2019; 滝沢 2009).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物である
シマグワ Morus australis (クワ科 )から得られた .

2. オキナワイモサルハムシ 
Colasposoma viridicoeruleum Motschulsky, 1860
( 図 3)

検視標本 . 5 exs., 玉城奥武 , 6. V. 2019, 筆者保管 ; 
2 exs., 同前 , RUMF-ZI-47188–47189 .

国内の分布 . 屋久島 , 口之島 , 中之島 , 諏訪
之瀬島 , 悪石島 , 宝島 , 奄美大島 , 加計呂麻島 , 
喜界島 , 徳之島 , 沖永良部島 , 与論島 , 沖縄島 , 
浜比嘉島 , 藪地島 , 津堅島 , 瀬長島 , 奥武島 ( 南
城市 ), 阿嘉島 , 慶留間島 , 渡名喜島 , 久米島 , 宮
古島 , 伊良部島 , 多良間島 , 石垣島 , 新城島 , 西
表島 , 与那国島 ( 東 · 木元 1981; 肥後 1981; 小林
ら 1984; 小濱 2010; 楠井 2010, 2017; 楠井 · 宮城 
2017; 永田 1993; Satô et al. 1994; 重藤 2019a; 重
藤 · 吉武 2019; 滝沢 2009; 山崎ら 2016; 吉道 · 滝
沢 2007).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物である
サツマイモ Ipomoea batatas およびノアサガオ I. 
indica ( ヒルガオ科 ) から得られた .

ハムシ亜科 Chrysomelinae Latreille, 1802
3. ダイコンハムシ 
Phaedon brassicae Baly, 1874
( 図 4)

検視標本 . 3 exs., 玉城奥武 , 6. I. 2019, RUMF-
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図 2–22. 奥武島 ( 南城市 ) のハムシ類 ––– 2) ツツサルハムシ , 3) オキナワイモサルハムシ , 4) ダイコンハムシ
, 5) ハマゴウハムシ , 6) フタイロウリハムシ , 7) ウリハムシ , 8) ヒメクロウリハムシ , 9) オキナワイチモンジ
ハムシ , 10) ビルマカミナリハムシ , 11) ヒメカミナリハムシ , 12) オキナワアシナガトビハムシ , 13) ヘリグ
ロテントウノミハムシ , 14) ヒメドウガネトビハムシ , 15) サツマイモヒサゴトビハムシ , 16) シロヒゲトビハ
ムシ , 17) キスジノミハムシ , 18) ベーリーナガスネトビハムシ , 19) ナスナガスネトビハムシ , 20) タテスジ
ヒメジンガサハムシ , 21) ミカンカメノコハムシ , 22) ヨツモンカメノコハムシ .
Figs. 2–22. Leaf beetles of Ou-jima Island––– 2) Abirus fortunei, 3) Colasposoma viridicoeruleum, 4) Phaedon 
brassicae, 5) Phola octodecimguttata, 6) Aulacophora bicolor, 7) Aulacophora indica, 8) Aulacophora lewisii, 9) 
Morphosphaera caerulea, 10) Altica birmanensis, 11) Altica caerulescens, 12) Aphthona albescens, 13) Argopistes 
coccinelliformis, 14) Chaetocnema concinnicollis, 15) Chaetocnema confinis, 16) Hespera lomasa, 17) Phyllotreta 
striolata, 18) Psylliodes balyi, 19) Psylliodes viridana, 20) Cassida circumdata, 21) Cassida obtusata, 22) Laccoptera 
nepalensis.



6. ウリハムシ 
Aulacophora indica (Gmelin, 1790)
( 図 7)

検視標本 . 3 exs., 玉城奥武 , 6. V. 2019, 筆者保管 ; 
2 exs., 同地 , 28. IX. 2019, RUMF-ZI-47195–47196.

国内の分布 . 本州 , 飛島 , 佐渡島 , 粟島 , 舳倉
島 , 三宅島 , 八丈島 , 隠岐 , 四国 , 淡路島 , 沖ノ
島 , 九州 , 壱岐 , 対馬 , 五島列島 , 平戸島 , 天草 , 
上甑島 , 下甑島 , 種子島 , 屋久島 , 口永良部島 , 
黒島 , 口之島 , 中之島 , 諏訪之瀬島 , 悪石島 , 宝
島 , 奄美大島 , 請島 , 喜界島 , 徳之島 , 沖永良部
島 , 与論島 , 沖縄島 , 浜比嘉島 , 藪地島 , 津堅島 , 
伊平屋島 , 野甫島 , 伊是名島 , 古宇利島 , 瀬長島 , 
奥武島 ( 南城市 ), 渡嘉敷島 , 座間味島 , 阿嘉島 , 
慶留間島 , 粟国島 , 渡名喜島 , 久米島 , 北大東
島 , 南大東島 , 宮古島 , 伊良部島 , 多良間島 , 石
垣島 , 竹富島 , 小浜島 , 新城島 , 波照間島 , 鳩間
島 , 西表島 , 与那国島 (東 ·木元 1975, 1981; 江平 ·
小野田 1996; 肥後 1981; 廣森 1999; 今坂 2019; 
Kimoto 1980; 楠井 1991, 2017; 楠井 · 楠井 2006; 
楠井 · 宮城 2017; 永田 1993; 中峯 2006; 佐々木ら 
2002; Satô et al. 1994; 重藤 2019a, b, 2020; 高橋壽 
2000; 滝沢 2011; 山崎ら 2016).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物である
ニガウリ Momordica charantia var. pavel (ウリ科 )
から得られた .

7. ヒメクロウリハムシ 
Aulacophora lewisii Baly, 1886
( 図 8)

検視標本 . 2 exs., 玉城奥武 , 6. V. 2019, RUMF-
ZI-47197–47198.

国内の分布 . 屋久島 , 黒島 , 奄美大島 , 徳之島 , 
沖永良部島 , 与論島 , 沖縄島 , 宮城島 , 浜比嘉島 , 
藪地島 , 津堅島 , 奥武島 ( 南城市 ), 渡嘉敷島 , 座
間味島 , 阿嘉島 , 慶留間島 , 渡名喜島 , 宮古島 , 
石垣島 , 波照間島 , 西表島 , 与那国島 ( 東 · 木元 
1975, 1981; 楠井 · 宮城 2017; 中峯ら 2007; 佐々
木 ら 2002; 重 藤 2019a, b, 2020; Shigetoh 2020; 
Suenaga et al. 2018; 滝沢 2011).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物である
ニガウリから得られた .

8．オキナワイチモンジハムシ 
Morphosphaera caerulea (Schönfeldt, 1890)
( 図 9)

検視標本 . 2 exs., 玉城奥武 , 6. V. 2019, 筆者保管 .
国内の分布 . 本州 (千葉県 ), 屋久島 , 奄美大島 , 

与路島 , 請島 , 喜界島 , 沖永良部島 , 与論島 , 沖

縄島 , 浜比嘉島 , 藪地島 , 津堅島 , 伊平屋島 , 野
甫島 , 伊是名島 , 古宇利島 , 奥武島 ( 南城市 ), 阿
嘉島 , 渡名喜島 , 久米島 , 宮古島 , 池間島 , 伊良
部島 , 石垣島 , 西表島 ( 東 · 木元 1975, 1981; 楠
井 1991; 楠井 · 楠井 2006; 楠井 · 宮城 2017; 宮内
ら 2014; 大貝 2015; 重藤 2019a, b, 2020; 重藤 · 吉
武 2018a, b; 高橋敞 2012; 滝沢 2011).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物である
ガジュマル Ficus microcarpa ( クワ科 ) から得ら
れた . 島内にはガジュマルやオオバイヌビワ F. 
septica ( クワ科 ) などの本種の寄主植物が多く
生えており , また , 本種は沖縄諸島において良
くみられる種であるにも関わらず , 今回の調査
では採集した個体以外は確認できなかった .

9. ビルマカミナリハムシ 
Altica birmanensis (Jacoby, 1896)
( 図 10)

検視標本 . 2 exs., 玉城奥武 , 2. III. 2019, 筆者保
管 .

国内の分布 . 中之島 , 奄美大島 , 与論島 , 沖縄
島 , 奥武島 ( 南城市 ), 与那国島 (Shigetoh 2020; 
Suenaga 2020; 吉道 · 滝沢 2007; 吉武ら 2016).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物である
ツルソバ Persicaria chinensis ( タデ科 ) から得ら
れた .

10. ヒメカミナリハムシ 
Altica caerulescens (Baly, 1874)
( 図 11)

検視標本 . 1 ex., 玉城奥武 , 6. V. 2019, 筆者保管 .
国内の分布 . 本州 , 佐渡島 , 三宅島 , 八丈島 , 

青ヶ島 , 隠岐 , 四国 , 小豆島 , 九州 , 壱岐 , 対馬 , 
五島列島 , 甑島 , 奄美大島 , 沖永良部島 , 与論
島 , 沖縄島 , 奥武島 ( 南城市 ), 宮古島 , 多良間島 , 
石垣島 , 西表島 , 与那国島 ( 藤本 2019; Suenaga 
2020).

備考 . 奥武島初記録 .

11. オキナワアシナガトビハムシ 
Aphthona albescens Motschulsky, 1866
( 図 12)

検視標本 . 3 exs., 玉城奥武 , 28. IX. 2019, 筆者保
管 ; 3 exs., 同前 , RUMF-ZI-47199–47201.

国内の分布 . 与論島 , 沖縄島 , 奥武島 ( 南城
市 ), 慶留間島 , 渡名喜島 , 宮古島 , 石垣島 , 西表
島 ( 東 · 木元 1981; 佐々木ら 2002; 重藤 2019a; 
Shigetoh 2020; 重藤 · 吉武 2020; 滝沢 2012).

備考 . 奥武島初記録 .
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12. ヘリグロテントウノミハムシ 
Argopistes coccinelliformis Csiki, 1940
( 図 13)

検視標本 . 4 exs., 玉城奥武 , 6. V. 2019, 筆者保管 ; 
2 exs., 同地 , 28. IX. 2019, RUMF-ZI-47202–47203.

国内の分布 . 本州 , 三宅島 , 八丈島 , 父島 , 兄
島 , 南硫黄島 , 四国 , 沖ノ島 , 隠岐 , 栢島 , 九州 , 
上甑島 , 下甑島 , 屋久島 , 奄美大島 , 沖永良部
島 , 沖縄島 , 瀬長島 , 奥武島 ( 南城市 ), 渡名喜島 , 
北大東島 , 与那国島 (Gressitt 1955; 今坂 2019; 
楠井 2017; 森ら 2018; 内藤 · 今坂 2019; Ohno & 
Hirano 1970; 佐々木ら 2002; 重藤 2019a; Suenaga 
& Shigetoh (in press); 滝沢 2012).

備考 . 奥武島初記録 . 畑の脇に生えているネ
ズミモチ Ligustrum japonicum ( モクセイ科 ) を
加害していた .

13. ヒメドウガネトビハムシ 
Chaetocnema concinnicollis (Baly, 1874)
( 図 14)

検視標本 . 1 ex., 玉城奥武 , 6. I. 2019, 筆者保管 .
国内の分布 . 北海道 , 利尻島 , 本州 , 粟島 , 三

宅島 , 八丈島 , 青ヶ島 , 淡路島 , 隠岐 , 四国 , 小
豆島 , 九州 , 対馬 , 下甑島 , 中之島 , 悪石島 , 奄
美大島 , 徳之島 , 沖縄 , 津堅島 , 奥武島 ( 南城市 ), 
宮古島 ( 林 2006; 藤本 2019; 今坂 2019; Kimoto 
1980; Kimoto & Gressitt 1966; 佐々木ら 2002; 重
藤 2020; 高橋敞 2012; 高橋壽 2000; 滝沢 2012).

備考 . 奥武島初記録 .

14. サツマイモヒサゴトビハムシ 
Chaetocnema confinis Crotch, 1873
( 図 15)

検視標本 . 66 exs., 玉城奥武 , 6. I. 2019, 筆者保管 ; 
32 exs., 同地 , 2. III. 2019, RUMF-ZI-47204–47235; 
4 exs., 同地 , 6. V. 2019, 筆者保管 ; 20 exs., 同地 , 
28. IX. 2019, 筆者保管 ; 8 exs., 同地 , 16. XI. 2019, 
筆者保管 .

国内の分布 . 父島 , 九州 , 種子島 , 喜界島 , 請
島 , 与路島 , 徳之島 , 沖永良部島 , 与論島 , 沖縄
島 , 伊平屋島 , 野甫島 , 伊是名島 , 伊江島 , 古宇
利島 , 水納島 ( 本部町 ), 伊計島 , 宮城島 , 浜比
嘉島 , 藪地島 , 津堅島 , 奥武島 ( 南城市 ), 久高
島 , 座間味島 , 粟国島 , 渡名喜島 , 久米島 , 南大
東島 , 宮古島 , 大神島 , 来間島 , 多良間島 , 石垣
島 , 竹富島 , 小浜島 , 波照間島 , 西表島 , 与那国
島 ( 今坂 · 石関 2012; 今坂 · 祝 2007; 小濱 2010; 
小濱 · 安藤 2018; 楠井 · 宮城 2017; 宮崎県 2012; 
重藤 2019b; Shigetoh 2020; 重藤 · 吉武 2018a, b; 

Takizawa 1998; 滝沢 2012; 東京都 2012).
備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物であ

るサツマイモやノアサガオ , モミジヒルガオ 
Ipomoea cairica ( ヒルガオ科 ) から得られた . 同
じヒルガオ科を加害するタテスジヒメジンガサ
ハムシやヨツモンカメノコハムシの個体数が冬
季に減少する一方で , 本種の個体数は年中安定
していた .

15. シロヒゲトビハムシ 
Hespera lomasa Maulik, 1926
( 図 16)

検視標本 . 13 exs., 玉城奥武 , 6. I. 2019, 筆者保管 ; 
22 exs., 同地 , 2. III. 2019, 筆者保管 ; 24 exs., 同地 , 
6. V. 2019, RUMF-ZI-47236–47259; 12 exs., 同地 , 
28. IX. 2019, 筆者保管 ; 8 exs., 同地 , 16. XI. 2019, 
筆者保管 .

国内の分布 . 中之島 , 奄美大島 , 与路島 , 与
論島 , 沖縄島 , 津堅島 , 奥武島 ( 南城市 ), 宮古
島 , 石垣島 , 与那国島 ( 東 · 木元 1975; Nakane 
& Kimoto 1961a; 重藤 2020; Shigetoh 2020; 重藤 ·
吉 武 2018b; Suenaga & Shigetoh (in press); 滝 沢 
2012).

備考 . 奥武島初記録 . 本種は東 · 金城 (1981)
によってクワの害虫として記録されている . ま
た , 滝沢 (2012) では , タイワンクズ Pueraria 
montana ( マメ科 ) などの生える明るい草地に多
いとされる . 奥武島では , 林縁の明るい草地に
生えているノアサガオから得られた ( 図 23). ノ
アサガオの葉を摂食しており , 表面を削ったよ
うな食痕が残されていた ( 図 24). また , 同じヒ
ルガオ科であるモミジヒルガオも島内に繁茂し
ており , わずかではあるがサツマイモも栽培さ
れていたが , いずれの植物からも本種は得られ
ず , 食痕も確認できなかった . いずれの季節に
おいても安定して成虫が確認されたことから , 
奥武島では周年発生しているものと思われる .

16. キスジノミハムシ 
Phyllotreta striolata (Fabricius, 1801)
( 図 17)

検視標本 . 1 ex., 玉城奥武 , 2. III. 2019, 筆者保管 .
国内の分布 . 北海道 , 色丹島 , 国後島 , 択捉

島 , 礼文島 , 利尻島 , 本州 , 佐渡島 , 飛島 , 三宅
島 , 八丈島 , 隠岐 , 四国 , 小豆島 , 沖ノ島 , 九州 , 
対馬 , 壱岐 , 五島列島 , 平戸島 , 上甑島 , 下甑島 , 
屋久島 , 口之島 , 中之島 , 宝島 , 奄美大島 , 喜界
島 , 沖永良部島 , 与論島 , 沖縄島 , 浜比嘉島 , 藪
地島 , 津堅島 , 奥武島 ( 南城市 ), 渡名喜島 , 久米
島 , 北大東島 , 南大東島 , 宮古島 , 石垣島 , 西表
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島 , 与那国島 ( 東 1989; 藤本 2019; 林 2006; 今坂 
2019; Kimoto 1980; 小宮 1964; 楠井 · 宮城 2017; 
大野 1962; 佐々木ら 2002; 重藤 2019a, b, 2020; 
Takizawa 2007; 滝沢 2013).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物である
アブラナ科植物から得られた .

17. ベーリーナガスネトビハムシ 
Psylliodes balyi Jacoby, 1884
( 図 18)

検視標本 . 2 exs., 玉城奥武 , 2. III. 2019, 筆者保
管 .

国内の分布 . トカラ列島 , 奄美大島 , 沖永良
部島 , 与論島 , 沖縄島 , 藪地島 , 津堅島 , 奥武島 
( 南城市 ), 久米島 , 南大東島 , 宮古島 , 石垣島 , 
西表島 , 与那国島 , 魚釣島 ( 東 1989; 佐々木ら 
2002; 佐藤 2006; 重藤 2019b, 2020; Shigetoh 2020; 
Takizawa 2005).

備考 . 奥武島初記録 . 

18. ナスナガスネトビハムシ 
Psylliodes viridana Motschulsky, 1858
( 図 19)

検視標本 . 10 exs., 玉城奥武 , 6. V. 2019, 筆者保
管 ; 18 exs., 同前 , RUMF-ZI-47260–47277.

国内の分布 . 北海道 , 国後島 , 礼文島 , 利尻
島 , 本州 , 佐渡島 , 舳倉島 , 三宅島 , 八丈島 , 小
笠原諸島 , 隠岐 , 四国 , 九州 , 壱岐 , 対馬 , 上甑
島 , 下甑島 , 屋久島 , 中之島 , 奄美大島 , 喜界島 , 

与論島 , 沖縄島 , 浜比嘉島 , 藪地島 , 津堅島 , 奥
武島 ( 南城市 ), 北大東島 , 南大東島 , 宮古島 , 
石垣島 , 西表島 , 与那国島 ( 林 2006; 今坂 2019; 
小宮 1964; 楠井 · 宮城 2017; 重藤 2019b, 2020; 
Shigetoh 2020; 重藤 · 吉武 2020; Takizawa 2005; 
滝沢 2013).

備考 . 奥武島初記録 .

カメノコハムシ亜科 Cassidinae Gyllenhal, 1813
19. タテスジヒメジンガサハムシ 
Cassida circumdata Herbst, 1799
( 図 20)

検視標本 . 3 exs., 玉城奥武 , 6. I. 2019, 筆者保管 ; 
2 exs., 同地 , 2. III. 2019, RUMF-ZI-47278–47279.

国内の分布 . 本州 ( 大阪府 , 奈良県 , 岡山県 ), 
八丈島 , 硫黄島 , 中硫黄島 , 九州 ( 宮崎県 ), 種
子島 , 屋久島 , 宝島 , 奄美大島 , 喜界島 , 徳之
島 , 沖永良部島 , 与論島 , 沖縄島 , 浜比嘉島 , 藪
地島 , 津堅島 , 伊平屋島 , 瀬長島 , 奥武島 ( 南城
市 ), 渡名喜島 , 久米島 , 南大東島 , 宮古島 , 石垣
島 , 波照間島 , 西表島 , 与那国島 , 尖閣諸島 ( 東 ·
木元 1981; 今坂 · 祝 2007; 川畑 2010; 小濱 2010; 
楠井 2017; 楠井 · 宮城 2017; 長嶺 2007; Nakane 
& Kimoto 1961a, b; 中武 2009; 奈良県 2020; 大貝 
2015; 大阪府 2012; 重藤 2019a, b; 末長 2016; 高橋
敞 2012; Takizawa 1982; 滝沢 2014; 東京都 2004).

備考 . 奥武島初記録 . 本種の寄主植物である
サツマイモやノアサガオ , モミジヒルガオから
得られた .
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図 23. シロヒゲトビハムシが得られたノアサガオ .
Fig. 23. Ipomoea indica on which Hespera lomasa were collected.
図 24. ノアサガオを摂食するシロヒゲトビハムシ .
Fig. 24. Hespera lomasa feeding on Ipomoea indica.



20. ミカンカメノコハムシ 
Cassida obtusata Boheman, 1854
( 図 21)

検視標本 . 2 exs., 玉城奥武 , 28. IX. 2019, 筆者保
管 .

国内の分布 . 小笠原諸島 , 沖永良部島 , 与論
島 , 沖縄島 , 藪地島 , 津堅島 , 伊江島 , 奥武島 
( 南城市 ), 南大東島 , 宮古島 , 石垣島 , 黒島 , 西
表島 ( 平野ら 2012; 小浜 2017, 2018; 小浜 · 砂川 
2017; 松比良 2009; 大貝 2016; 重藤 2019b, 2020; 
Shigetoh 2020; Shigetoh & Souma 2019; 滝沢 2014; 
吉道 · 滝沢 2007).

備考 . 奥武島初記録 .

21. ヨツモンカメノコハムシ 
Laccoptera nepalensis Boheman, 1855
( 図 22)

検視標本 . 2 exs., 玉城奥武 , 2. III. 2019, 筆者保
管 ; 1 ex., 同地 , 20. IX. 2019, 筆者保管 .

国内の分布 . 本州 (東京都 , 神奈川県 , 静岡県 , 
愛知県 , 岐阜県 , 三重県 , 和歌山県 , 大阪府 , 山
口県 ), 伊豆大島 , 三宅島 , 八丈島 , 向島 (山口県 ), 
蓋井島 (山口県 ), 四国 (愛媛県 , 徳島県 , 高知県 ), 
九州 , 志賀島 ( 福岡県 ), 向島 ( 佐賀県 ), 青島 ( 長
崎県 ), 大入島 (大分県 ), 上甑島 , 下甑島 , 種子島 , 
屋久島 , 奄美大島 , 喜界島 , 徳之島 , 沖永良部島 , 
与論島 , 沖縄島 , 伊平屋島 , 古宇利島 , 屋我地島 , 
瀬底島 , 水納島 ( 本部町 ), 伊江島 , 伊計島 , 宮城
島 , 平安座島 , 浜比嘉島 , 藪地島 , 津堅島 , 瀬長
島 , 奥武島 ( 南城市 ), 粟国島 , 渡名喜島 , 久米島 , 
宮古島 , 池間島 , 伊良部島 , 下地島 , 来間島 , 石
垣島 , 小浜島 , 黒島 , 新城島 , 波照間島 , 竹富島 , 
西表島 , 与那国島 , 魚釣島 ( 今坂ら 2020; 大原 ·
山田 2020; 重藤ら 2020; 高井 · 酒向 2019).

備考 . 重藤ら (2020) によって記録されてい
る . 

おわりに

本報告により奥武島におけるハムシ類は 4 亜科
21 種となった . 同島は面積が極めて小さく , 島
の大半が開発され , 従来の自然がほとんど残さ
れていないにも関わらず比較的多くのハムシ類
が得られた . その理由として , 沖縄島との距離
が極めて近く , 開発後もハムシ類が侵入しやす
いことや家庭菜園または庭木としてハムシ類の
食草となり得る植物が人為的に植えられている
ことなどが考えられる . 

今回の調査で得られたすべての種が沖縄島
からも記録されている普通種であり , また , そ

のほとんどが畑作物および草地雑草を利用する
種である . これは畑や草地にニガウリやサツマ
イモ , ノアサガオ , イネ科雑草 , イヌホオズキ類
などハムシ類の食草となる植物が比較的豊富で
あることからも推察される . 一方で面積が極め
て小さく標高も低い奥武島は地形の変化に乏し
く , 主にガジュマルやシマグワ , ギンネムなど
で構成される二次林は植生が単調であり , 食草
の種多様性が低いことが , 木本植物を利用する
種が少ないことが要因であると考えられる . 

これまでの調査において , クビナガハムシ亜
科やツツハムシ亜科 , ツヤハムシ亜科などは亜
科単位で確認できなかった . 特にその食草は多
く生息しているにも関わらず , オキナワクビナ
ガハムシやヒロヒゲツツハムシなどの沖縄島南
部で普通にみられる種が確認されていない . 今
後継続した調査を行うことで発見される可能性
がある .
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Distributional records of leaf beetles 
(Coleoptera, Chrysomelidae) from Ou-
jima Island in Nanjo City, Okinawa Islands, 
central Ryukyus, southwestern Japan

Hiroaki Shigetoh
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2–11–1 Minatomachi, Naha, Okinawa 900–0001, 
Japan (mofosr.45.9@gmail.com)

Abstract. A total of 21 chrysomelid beetles are 
recorded from Ou-jima Island in the Okinawa 
Islands, central Ryukyus, southwestern Japan. 
These species except for Laccoptera nepalensis, 
are new to the fauna of the island: 1) Abirus 
fortunei, 2) Colasposoma viridicoeruleum, 3) 
Phaedon brassicae, 4) Phola octodecimguttata, 5) 
Aulacophora bicolor, 6) Aulacophora indica, 7) 
Aulacophora lewisii, 8) Morphosphaera caerulea, 
9) Altica birmanensis, 10) Altica caerulescens, 11) 
Aphthona albescens, 12) Argopistes coccinelliformis, 
13) Chaetocnema concinnicollis, 14) Chaetocnema 
confinis, 15) Hespera lomasa, 16) Phyllotreta 
striolata, 17) Psylliodes balyi, 18) Psylliodes 
viridana, 19) Cassida circumdata, and 20) Cassida 
obtusata. In addition, Ipomoea indica is newly 
recorded as a feed plant of H. lomasa.
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